
令和７年度〔第２四半期〕随意契約の結果（５００万円以上の工事、物品、委託）
琵琶湖環境部

（注）※１、※２の説明

琵琶湖保全再生
課

令和７年度ヨシ群落育
成・維持再生事業委託

ヨシ生育調査、ヨシ刈り・
火入れ・ヤナギ等伐採、
普及啓発等

令 和 7 年 7 月 23 日 ～ 令 和 7 年 3 月 19 日 公益財団法人淡海環境
保全財団

8,635,000 琵琶湖や内湖のヨシに関する専門的知識および
有効利用、普及啓発に関する知見等が必要とな
り、本業務を代替することはできないため。

2 3イ

琵琶湖保全再生
課

令和７年度琵琶湖総合
保全レガシー継承事業
業務委託

世界湖沼の日制定を契
機とした啓発

令 和 7 年 7 月 28 日 ～ 令 和 8 年 3 月 31 日 びわ湖放送株式会社 7,392,000 琵琶湖の保全に係る取組の歴史を踏まえ、現役
世代等の興味関心を惹く発信を行うため、受託
者は、琵琶湖保全および発信に関する高度で専
門的な知識・技術・企画力・ノウハウ等を有する
必要がある。そのため、競争入札には適しない
ことから、プロポーザル方式により契約の相手方
を選定したため。

2 4

循環社会推進課 第六次廃棄物処理計画
等策定事業委託

第六次滋賀県廃棄物処
理計画（別冊含む）およ
び廃棄物処理長期広域
化・集約化計画策定支
援業務

令 和 7 年 7 月 1 日 ～ 令和9年12月28日 パシフィックコンサルタン
ツ株式会社 　滋賀事務
所

35,200,000 廃棄物行政に関する専門的な知識、廃棄物発
生量等のデータ分析の技術、計画策定のための
企画力が求められる業務であり、競争入札に適
しないことから、プロポーザル方式により契約の
相手方を選定したため。
※債務負担行為を含む契約

2 4

循環社会推進課 サーキュラーエコノミー
推進事業委託

リペアチャレンジ（廃家
具の回収、修理、販売
の実証を通じた循環シ
ステム構築の検証）

令 和 7 年 7 月 23 日 ～ 令 和 8 年 3 月 31 日 株式会社木の家専門店
谷口工務店

9,438,000 国内初の取り組みのため、既存のノウハウを活
用し、主体的な提案を行ってもらう必要があり、
競争入札に適しないことから、プロポーザル方式
により契約の相手方を選定したため。

2 4

根拠
法令
※１

適用
類型
※２

表頭欄の「根拠法令」（※１）は、随意契約ができる場合について規定している地方自治法施行令第１６７条の２第１項の１号から９号のうち該当する号を記入し、２号の場
合（性質又は目的が競争入札に適しないもの）については、「適用類型」（※２）に厳格な運用を図るために県が作成した７類型のうち該当するものを記入しています。

契約担当組織
の名称

事業名 契約内容
契約期間（履行期間）

（物品購入契約（単価契約を除く）は契約締
結日）

契約の相手方 契約金額 (円） 随意契約とした具体的理由等



根拠
法令
※１

適用
類型
※２

契約担当組織
の名称

事業名 契約内容
契約期間（履行期間）

（物品購入契約（単価契約を除く）は契約締
結日）

契約の相手方 契約金額 (円） 随意契約とした具体的理由等

下水道課 R07GS18-19琵琶湖流
域下水道湖南中部浄化
センター建設工事委託
（除塵機再構築）（協09）

監視制御施設
電気設備工事（更新）一
式
沈砂池施設
土木工事（更新）　	
一式
沈砂池施設
機械設備工事（更新）一
式
他

令 和 7 年 8 月 27 日 ～ 令和10年3月31日 日本下水道事業団 662,000,000 下水道事業団は地方公共団体が出資して設立
された地方共同法人で、多種にわたり高度な技
術を要する下水道事業の計画から維持管理まで
を官業代行できる唯一の団体であるため。
※債務負担行為を含む契約

2 3イ

下水道課 R07GE18-21琵琶湖流
域下水道東北部浄化セ
ンター建設工事委託（中
央監視設備再構築）（協
10）

水処理運転操作設備
電気設備工事（更新）
一式
汚泥処理運転操作設備
電気設備工事（更新）
一式
監視制御設備
電気設備工事（更新）
一式
他

令 和 7 年 9 月 30 日 ～ 令和11年3月30日 日本下水道事業団 3,650,475,000 下水道事業団は地方公共団体が出資して設立
された地方共同法人で、多種にわたり高度な技
術を要する下水道事業の計画から維持管理まで
を官業代行できる唯一の団体であるため。
※債務負担行為を含む契約

2 3イ

下水道課 R07GE23-22琵琶湖流
域下水道東北部浄化セ
ンター実施設計作成委
託（汚泥処理基本設計）
（協11）

基本設計（要求水準書
等作成）一式

令 和 7 年 9 月 30 日 ～ 令 和 8 年 3 月 31 日 日本下水道事業団 20,000,000 下水道事業団は地方公共団体が出資して設立
された地方共同法人で、多種にわたり高度な技
術を要する下水道事業の計画から維持管理まで
を官業代行できる唯一の団体であるため。

2 3イ

びわ湖材流通推
進課

木育施設しがモック運
営事業業務委託

木育施設しがモック運
営事業

令 和 7 年 7 月 7 日 ～ 令 和 8 年 3 月 31 日 社会福祉法人ご縁会 14,893,450 木育施設「しがモック」の利用者への対応や木育
体験を提供できる企画・運営の能力および専門
的な知識・技術・ノウハウ等を重視する必要があ
ることにより、競争入札に適しないことから、公募
型プロポーザル方式により契約の相手方を選定
したため。

2 4

自然環境保全課 令和７年度指定管理鳥
獣捕獲等事業（効果的
捕獲促進事業捕獲調査
業務委託

ニホンジカの捕獲調査
業務

令 和 7 年 8 月 1 日 ～ 令 和 8 年 1 月 23 日 株式会社野生動物保護
管理事務所関西支社

9,164,100 当該業務の遂行には、ニホンジカの行動パター
ンを見極め、分析する能力が求められ、競争入
札には適しないことから、プロポーザル方式によ
り契約の相手方を選定したため。

2 4



根拠
法令
※１

適用
類型
※２

契約担当組織
の名称

事業名 契約内容
契約期間（履行期間）

（物品購入契約（単価契約を除く）は契約締
結日）

契約の相手方 契約金額 (円） 随意契約とした具体的理由等

自然環境保全課 令和７年度指定管理鳥
獣捕獲等事業（効果的
捕獲促進事業）捕獲業
務（竜ヶ岳）委託

ニホンジカの捕獲業務 令 和 7 年 8 月 1 日 ～ 令 和 8 年 1 月 23 日 株式会社BO-GA 5,335,000 当該業務の遂行には、ニホンジカの行動パター
ンを見極め、分析する能力が求められ、競争入
札には適しないことから、プロポーザル方式によ
り契約の相手方を選定したため。

2 4

甲賀森林整備事
務所

令和７年度第２号県営
林委託

間伐、売却 令 和 7 年 9 月 8 日 ～ 令 和 8 年 2 月 13 日 滋賀県森林組合 17,600,000 当事業を受託するためには「滋賀県が発注する
治山事業における森林整備についての契約に
係る一般競争入札に参加する者に必要な資格」
に規定する資格を有し、かつ建設業の許可を受
けている必要があり、上記を満たす者は県内に
おいて滋賀県森林組合のみであり、他の者が本
業務を代替することはできないため。

2 3イ

琵琶湖環境科学
研究センター

給排気設備修繕工事 給排気設備修繕工事 令 和 7 年 9 月 1 日 ～ 令 和 8 年 3 月 13 日 高砂熱学工業株式会社
関西支店

8,030,000 当センターでは特殊な分析業務を行うことから、
給排気設備を構成するファンや制御装置には高
度な機能を必要としている。
建設時の受注業者が独自開発した特注品が設
置されており、機器と配管との接続にも独自の
技術を用いられ、制御システムもオーダーメイド
となっている。
これら独自開発品の修繕・交換、設備と配管と
の接続、給排気全体のコンピュータ制御等につ
いて当該相手方以外に業務を実施することがで
きないため。

2 3イ

琵琶湖環境科学
研究センター

令和７年度気候変動に
よる琵琶湖流域への影
響および適応策の評価
に関するモデル解析業
務委託

令和７年度気候変動に
よる琵琶湖流域への影
響および適応策の評価
に関するモデル解析業
務委託

令 和 7 年 9 月 10 日 ～ 令 和 8 年 3 月 31 日 パシフィックコンサルタン
ツ株式会社　滋賀事務
所

6,050,000 当該相手方に開発・改良を委託してきた「琵琶湖
流域水物質循環モデル」の機能を用いて、気候
変動による琵琶湖への影響および適応策の評
価を行おうとするものであり、ソースコードが公開
されておらず、当該相手方以外に業務を実施す
ることができないため。

2 3イ

琵琶湖博物館 琵琶湖博物館火災報知
器等更新業務

博物館の火災報知機等
を更新して、現在設置さ
れている複合火災受信
機と連動するシステムを
構築

令 和 7 年 7 月 7 日 ～ 令 和 7 年 9 月 30 日 ニッタン株式会社 24,225,000 博物館の複合火災受信機はニッタン製であり、
これと連動した火災報知器のシステムの設定が
同社しかできないため。

2 3イ

琵琶湖博物館 琵琶湖博物館監視カメ
ラ設備更新業務

より安全・安心に観覧し
ていただくため、博物館
に監視カメラを更新

令 和 7 年 7 月 7 日 ～ 令 和 7 年 9 月 30 日 キノンビクス株式会社 9,680,000 博物館の監視カメラはキノンビクス社で施工した
システムで運用しており、既存設備を活用した部
分更新や改良ができるのは同社のみであるた
め。

2 3イ



根拠
法令
※１

適用
類型
※２

契約担当組織
の名称

事業名 契約内容
契約期間（履行期間）

（物品購入契約（単価契約を除く）は契約締
結日）

契約の相手方 契約金額 (円） 随意契約とした具体的理由等

南部流域下水道
事務所

令和7年度　第NS22－
04号　琵琶湖流域下水
道湖南中部湖南幹線ほ
か調査業務委託

空洞調査 令 和 7 年 7 月 16 日 ～ 令 和 7 年 9 月 30 日 応用地質株式会社　京
滋営業所

9,966,000 全国特別重点調査の緊急性に鑑み、調査の優
先度が高い区間の空洞調査を報告期限までに
実施する必要があるため。

5

南部流域下水道
事務所

令和7年度　琵琶湖流域
下水道守山栗東雨水幹
線施設維持管理業務委
託その２

土砂撤去 令 和 7 年 9 月 3 日 ～ 令 和 8 年 3 月 31 日 守山市 45,870,000 計画段階より守山市が維持管理を行うことで合
意しており、協定書にも記載してあるため。

2 2


